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はじめに 
 
本書は、国際協力銀行の援助により、山口大学が作成した環境教育に関する教師用指導

書である。 
なぜ今、環境教育を行う重要性が叫ばれているのか。今や環境問題は地域や国などの小

範囲の環境汚染から地球規模の環境汚染へ変化し、環境問題はすでに民族や国を越え、人

類全体、全世界が直面する問題になっている。人間活動による環境破壊は、地球の生命体

に直接影響を与えている。惑星としての地球自体が危ないのではなく、人間を含めた生物

が生きている場所・空間の生物圏が危なくなっているわけである。どれだけ環境問題が深

刻化し、対策を講じようとしても、個人個人の環境問題に関する知識、関心の高さがなけ

れば、地球環境は悪化の一途を辿ることになる。少数の人が対策を行ってもどうにもなら

ないところまできている。私達人類は、その問題を解決し、地球上の生命すべてが持続可

能に生存していける未来を創る必要がある。そのために様々な視点から地球環境を捉え、

学習し、考え、行動できる人間力のある人材を作り出す必要がある。 
一連の国際会議を通して、環境教育を「環境と持続可能性のための教育」と定義し、自

然的環境、社会的環境などを含めた関わりの中で発生する諸問題を総合的に捉え、持続可

能性を実現するともに、豊かだと感じる社会実現に向けての教育の必要性を説いている。

そこで環境について学習しながら持続可能な社会を目指した「教育」の必要性が出てきた。 
これまでの環境教育は環境問題が複雑であるがゆえに、何が教えられるかはそれぞれの

組織や教育者に委ねられてきた。そのためは断片的なものとなりがちで、一貫した方法で

教育を行っていない側面があった。環境問題に関して、私たちが何を教えられるか、何を

すべきかについてある共通の理解にたどりつくことが出来るようにする必要がある。教育

によって正しい知識を学び、自ら考える思考力と行動力を備えさせる必要がある。 
本テキストでは、環境教育とは何か、どんな考えでどのように行っていけばよいのか、

といった基本的な理念・哲学といったものを身につけることが出来るように考えた。また、

学際的な広い要素をもち、地域の実情や実生活に大きく関連する環境教育は、これまでの

ように、教科書にあることを教えていく、という考え方に立っていては、創っていくこと

はできない。学習者に想像力を植え付けさせるための教師自身の授業に対する考え方や教

材に対する考え方を確立することが必要である。このため、様々な環境問題に対して学習

者に正しい理解と問題解決能力を植え付けさせるための具体的な教育方法、学習意欲を促

す教育方法の具体例（視覚･体験→原因分析→問題解決→行動）について述べた。 
 環境教育の実施により、「知識伝達型の教育観」から、子どもたちの豊かな経験と感受性

を広げていく「探求創出表現型の教育観」へと変革していくことが期待されている。そし

て、子どもが変わり、教師を含めた地域の大人が変わる「開かれた学校」作りが必要であ

る。本書が、環境教育を行う人々にとって環境教育を通じて学ぶ側に持続可能な社会を作

る推進役となれる人間力を作ることに少しでも役立つことを願っている。 
 

2008 年 5 月 編著者 早川誠而 
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第 1 章 環境教育の基本的な考え方 

１．環境と環境教育 
環境とは、主体を取り囲むものであり、人間環境、自然的環境、生物環境など人間や生

物の活動に直接、間接に影響を与える外界または周囲の状況である。 
環境教育は自然保護運動が始まりといわれているが、1970 年代に、一連の国際会議を通

して今日の環境活動の基礎が築かれた。環境教育を「環境と持続可能性のための教育」と

定義し、持続可能性の概念は単に環境だけでなく、貧困、人口、健康、食料の確保、民主

主義、人権や平和を全て包括する。持続可能性とは、究極的には文化的多様性や伝統的知

識を重んじる道徳的・倫理的義務も含む。自然的環境、社会的環境などを含めた関わりの

中で発生する諸問題を総合的に捉え、持続可能性を実現するともに、豊かだと感じる社会

実現に向けての教育である。 
 

１）日本の環境教育 
環境庁（2000）は、環境教育を「環境のための教育・学習」から「持続可能な社会の実

現のための教育・学習」へ広げてとらえるべきだとしており、2007 年 3 月に策定された文

部科学省の「環境教育指導資料（小学校編）」において、明確に持続可能な社会を構築する

取り組みへの視点が取り入れられ、環境教育の目的として以下のように述べている。 
「環境や環境教育に関心・知識をもち、人間活動と環境とのかかわりについての総合的

な理解と認識の上にたって、環境保全に配慮した望ましい働きかけのできる技能や思考力、

判断力を身に付け、持続可能な社会の構築を目指し、よりよい環境の創造活動に主体的に

参加し、環境への責任ある行動をとることができる態度を育成すること」 
２）中国の環境教育 

中国も初等中等教育に向けた環境教育の制定の動きが進んでいる。環境問題は身近な問

題であり、中央政府ならびに各地方政府の環境問題に対する意識は高い。その中で特筆す

べきは、国家環境保護総局ならびに教育部および中国宣伝部の合同で進められている｢緑色

学校｣の活動と中国全土において政府主導で進めている｢中小学校環境教育専題教育大綱｣

である。2005 年、教育部より制定された｢中小学生環境教育専題教育大綱｣は、児童生徒を

対象とした環境教育に関する日本の学生指導要領に相当するもので、基本的な指針が打ち

出されている。内容に関しては、日常生活と関連したものを想定し、主体的な探究活動や

野外活動を通じて学習者に興味関心を持たせることを基本にすえている。環境教育の目標

として以下のように述べられている。 
一般目標として｢第一に、児童生徒に環境を心から愛する気持ちを持たせ、家庭、地域、

国家および地球環境の問題について関心を持たせること。第二に、児童生徒に個人、社会、

環境の関連性を正しく認識させ、人間と環境を調和させる知識、方法および能力を培うこ

と。第三に、優しい心で環境を愛し、環境にやさしい生活様式を選び、正しい態度と価値

観を持つ人を育成すること｣となっており、日本の環境教育の目標と大きな違いは無い。 
さらに大綱は、各学年の教育目標についても以下のようなことを掲げている。｢小学校 1

～3 年では、身の周りの環境を愛し、日常生活と環境との関連性を理解し、環境に優しい好
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意の基準を身につけさせる。小学校 4～6 年では、地球環境の現状を理解し、生活環境と日

常生活との関連性を理解し、環境保全に自発的に関わる態度を養う。中学校では、各地域

および地球の主な環境問題を理解し、社会発展と環境との関連性を理解し、環境保全のた

めの規則や制度が必要であり、遵守すべきことを認識させる。高等学校では、環境の複雑

性を認識し、環境問題の解決には社会の人々の経済的、政策的、倫理的な協力が無ければ

実現できないこと、環境保全に対する人々の意識と社会の責任感が不可欠であることを認

識させる。｣などが挙げられている。 
 
２．システムとしての概念の必要性 

人間を含む生物にとって、環境とは、身の回りを取り巻く外界をさす。回りの外界とし

ては図 1 に示すように時間的・空間的スケールの異なったシステムが存在し、生物とその

環境あるいは生物群どうしが関わりあうネットワークがエコシステムである。また社会も

エコシステムの一部である。 
環境教育を持続可能な社会の実現のための教育・学習と位置付けるならば、たとえば①

人間と自然との関係を相互依存の関係にあるもとのみなして、自然そのものを大切にし、

良好な環境に保つという立場に立つ。②科学技術のプラスの面のみならず、負の部分にも

目を向け、慎重に運用して利潤追求のみを優先することなく行動する。③「成長の限界」

と「進歩の限界」を知り、何らかの制限をしてでも自然や環境と調和する持続的発展を目

的とした価値観を持つ人間力を育成する。さらには、④自然的環境の持続性のみならず、

社会的公正や精神的豊かさを実現するための意識形成へとつなげる。そのために、ある部

分と他の部分との相互作用や、ある部分と全体との関係に注意を向け、ある部分の振る舞

いに何が影響しているのか、翻って何が物事を成就させ、相互に利益を得ているかなどの

多様性についても重要視しなければならない。したがって、多くの種が生き残る相互の関

係を認識させるシステムとしての概念の導入が必要である。 
 

 
図１ システムの内容 

集合
(企業・会社）

個人

エコシステム

バイオスフィアシステム

社会・経済システム

(地球、水、大気圏）

(熱帯雨林、砂漠、森林などの生態系）

(個体群)

(群落、生物の群像)
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※システム 
多くの部分的な要素から構成されるもので、しかもその要素がそれぞれの役割を担い、全

体として何か目的を実現するもの(図 2)。 
 システムの概念としては、空間的に広く、時間的に長く考える。空間的に広くとは、高

所に立って広い範囲で物事を考えることであり、時間的に長くとは、過去のデータの利用、

現在情報の活用、さらにこれらを用いての将来の予測を行うということである。 

 
              図 2 システムの階層構造 
 
３．教育において必要な 3 つの要素の相互関係 
 教育は、図３のモデルのように子どもと教師あるいは親との深いコミュニケーションに

関する要素が必要である。また学習内容は、教師と親あるいは教師と子どものコミュニケ

ーションによる学習を含み、それぞれ独自の関係の中で子どもを「導く」方向性を、教育

的関係をもって示す必要がある。 

 
図３： 教育に必要な 3 要素の関連性 

 
 
 

子ども
(学習者)

教師
親

学習内容
教育内容

深いコミュニケーション
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第2章 環境教育の内容とアプローチの方法 
１．環境教育の内容 
 環境教育の内容は、人間と自然の関わりに関するものと人間と人間の関わりに関するも

のに分けられる。 
１）人間と人間以外の生物あるいは無生物との関わりについて 
 人間とその他の生物、無生物との関わりを学ぶことによって、人間と環境との関わりを

理解する。また環境が大気、水、土壌及び生物間の循環機能を有し、生態系が微妙なバラ

ンスを保つことによって成り立っていることや、環境が本来持つ回復の能力には限界があ

ることを学習する。日常の人間活動(事業活動、消費活動)による環境の回復能力を越えた資

源採取や廃棄物などは、確実に資源の減少や環境汚染などの問題を生み出し、微妙な生態

系のバランスを崩すことになってしまうということを学習する。 
２）人間と人間との関わりについて 
 各世代との生活の関わりや正しい資源配分など国内外におけるほかの地域の人々との関

わりに関するものである。ここでは、環境負荷を生み出している現在の社会システムの構

造的要因、持続可能な社会システムのあり方に関する洞察力、社会作りに必要なコミュニ

ケーションの問題や多種多様な社会や文化、価値観への理解も含まれる。環境学習をする

にあたり、以下の視点を踏まえた教育指導が必要となる。 
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図 4 環境学習をする上での背景と相互の関係 
 
 
 
２．環境教育のアプローチの方法 
１) 具体的なアプローチ方法 

環境は主体に取り囲むものであり、人間環境、自然的環境、生物環境など人間や生物の

活動に直接、間接に影響を与える外界または周囲の状況と考え、環境教育を「環境と持続

可能性のための教育」と定義すると、持続可能性の概念は単に環境だけでなく、貧困、人

口、健康、食料の確保、民主主義、人権や平和を全て包括する。そして、自然的環境、社

会的環境などを含めた関わりの中で発生する諸問題を総合的に捉え、持続可能性を実現す

るともに、豊かだと感じる社会実現に向けての教育を行う必要がある。環境学習の具体的

なアプローチを図 5 に示す。 
 
 

人間社会の負の作用

・過剰な資源摂取

・生態系が分解不可能な物質の廃棄

・便利な生活を重視した結果の公害問題

・食糧問題、人口問題

自然の仕組み

・自然の生態系について

・天然資源の利用･管理について

人間と環境の歴史･文化

・人間の歴史と環境の歴史

・自然と共に生きてきた人間の文化

人間と環境の関わり方

・環境に対する人間の責任、役割

・人間と環境の相互作用について

人間活動が環境に及ぼす影響

・人間活動による廃棄物、大気、水、
土の汚染

・人間活動による生態系の変化

人間社会と環境との相互作用

・お互い異なる性質を創り出している

・相互作用は、相互の関係、予期されるイ
ンプット・アウトプットによって定義され
る

・システム内でうまくいっている要素を取
り出し、相互作用が理想的に働くよう利用
する

・相互作用内の変化や結果を正確に予想す
ることは難しい
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学習者

学術的アプローチ

要素間の相互関連性を重視する
アプローチ

参加型アピール

探求性・実践性

問題解決型アプローチ

批判性・広い視野でみる
多文化共生からのアプローチ

要素間の連帯性・協働性の
アプローチ

関係性を重視する
アプローチ

 
 

図 5 環境問題を学習する際のいろいろなアプローチの仕方 
 
２) アプローチする際の具体的な学習方法 

これらのアプローチを行うための学習方法を以下に提案する。 
①体験型学習 

実際に様々な自然体験、環境体験を行うことで学習をする方法 
②コミュニケーション型学習 

インタビュー、ディベート、発表会などを用いて学習する方法 
③オルタナティブ型学習 
  答えを一つにして指導者が提示するのではなく、あくまで学習者自らが考え、答えを

導き出す方法 
④社会参加型学習 
  学習者の価値観や態度を社会参加へ向かうようにする 
⑤グループ型学習 
  グループで一つの課題に取り組み、協力し、話し合い、発表をするような学習を取り

入れる。 
⑥パートナーシップ型学習 
  市民レベル、行政レベル、事業者レベルでの視点を取り入れ、お互いの価値観、環境

へどのように取り組むべきかについて学ぶ。 
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第 3 章 求められる教師の資質と課題 
 

１．教師に求められる資質 
 環境教育のさらなる発展のために教師の資質として以下のことが課題となっている。 
１）学習者に創造力を植え付けさせる教師自身の授業に対する考え方、教材に対する考え 
  方 

教師の多くは、環境教育の必要性は認識しているが、実際の授業実践の状況は個人

による違いが大きい。その原因は、教師の意識や情報・知識の違いであり、教師の中

で二極化している現状がある。 
   環境教育をどのように行えばよいのか、その方法がわからないとする教師に対して

は、まず、環境教育とは何か、どんな考えでどのように行っていけばよいのか、とい

った基本的な理念・哲学といったものを身につける機会を提供することが必要である。

さらに、学際的な広い要素をもち、地域の実情や実生活に大きく関連する環境教育は、

これまでのように、教科書にあることを教えていく、という考え方に立っていては、

創っていくことはできない。学習者に想像力を植え付けさせるための教師自身の授業

に対する考え方や教材に対する考え方を確立していくことが求められる。 
２）環境教育に関するカリキュラムの充実 

環境教育については、現行では「総合的な学習の時間」に多く取り組まれているこ

とが多い。今後は、環境学習としての独自の視点から教材を見直し、「総合的な学習の

時間」とうまく関わらせながら環境教育に関する独自のカリキュラムを作り、より充

実した環境学習教育にする必要がある。その実現のために、環境教育に関する知識や

関心の低い現職教師に対して、充実した指導書を作成し、意識改革をしていくことも

必要である。 
３）知識伝達型の教育からの脱却→体験型・探求創出型の教育の充実 

環境学習の実践は学びの空間を教室から外へ広げ、さらに体験から学んだ知識やそ

れをもとに得られた問題解決の方法を地域へ発信したりすることで、環境問題につい

て持続可能な社会を作る推進役となれる人間力向上となる活動へと輪が広がる。つま

り今までの「知識伝達型の教育観」から、子どもたちの豊かな経験と感受性を広げて

いく「探求創出表現型の教育観」へと変革していくことが期待される。開かれた環境

教育として成功している学校の取り組みをみると、子どもが変わり、教師を含めた地

域の大人が変わる「開かれた学校」としての展開がなされている。つまり「開かれた

学校」作りは充実した環境教育を通じて学ぶ側に持続可能な社会を作る推進役となれ

る人間力を作ることにあり、そのための教師への資質の向上が求められているといえ

る。 
このように、環境教育を行うためには教師自身が環境問題についての正しい知識を

習得し、どのように教育・指導していくべきか十分な準備が不可欠である。 
 

２．環境教育指導者に求められる要件 
 環境教育指導者に求められる要件として以下のことが挙げられる。 
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  １）持続可能な社会づくりのための環境教育 
    ・単に知識伝達ではない、体験型等を駆使したプログラムデザインと運営の手法 
    ・自然体験だけでなく、生活全般のテーマによる学び 
    ・文化的多様性や伝統的価値を重んじる道徳的・倫理的な教育 

２）多様な主体を結ぶシステムとしての概念 
 ・各分野における「コンテンツの学び」にとどまらず、それらを相互に結びつけ、

関係し合っているシステムとしての役割 
 ・社会の中で発生する諸問題を総合的に捉え、癒し、安心、豊かだと感じる社会

実現の役割 
・多くに種が相互に共有して共存する多様性の役割 

３）学びのプロデューサーとしての環境教育指導者の育成 
・環境教育の指導者とは、何か一つの分野に精通していてそのコンテンツだけを教

育するのではなく、様々な分野のコンテンツを総合して解決する能力を持った人

間力を要請する学びのプロデューサーとしての役割 
  様々な要因によって引き起こされている環境問題を学習するのは容易ではなく、子ど

も達は多くを学び、これからの持続可能な社会作りに役立てていかなくてはならない。

そのためには世界の文化、歴史、伝統、生物の共存などについて子ども達が理解しやす

いよう教育方法に工夫を行う必要がある。また環境教育の質を保つために、指導者の育

成も進める必要がある。 
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第 4 章 教育の到達目標と具体的な指導指針 
１．環境教育の到達目標 
 環境教育の到達目標としては学習者に地球市民としての人間力を育成することにおく。

今日の環境問題は様々な要素が複雑に相互関連し、多元的な構造をもち、複合的に環境に

影響を与えた結果、生じている。環境の問題は、文化、歴史、居住、消費、さらに政治、

経済、人間の精神的な面とも密接に関連している。このような環境問題の特質をふまえる

と、環境教育においては、ものごとを相互連関かつ多角的にとらえていく総合的な視点か

らのアプローチが不可欠である。 
 環境教育の実践は教室から外へと学びの空間を広げ、さらに子どもの学びを地域へ発信

することで、私たちの生活と関わる問題である環境改善のための働きかけへと活動が広が

る。「私たちの生活に関わる問題」とは、現代において平和、豊かさ、秩序、安全、正義、

自由、平等、民主主義、人権尊重、健康、福祉の充実、文化的生活、環境保全などに関わ

る、地域・国内・国際社会の問題を指す。 
 ところで今日広く呼ばれている市民とは、「操作されやすい大衆との対比で、自発的・主

体的に政治活動に参加する人々」（『現代政治学小辞典』）をいう。また、同時に市民には、

地球市民としての役割も期待されている。なぜならば、相互依存関係が深まる世界におい

て私たちの生活に関わるほとんどの問題は地球規模での取り組みを必要とする諸問題と密

接な関係をもっており、私たちは地球市民としてそれらの問題の解決を図っていく必要が

あるからである。地球市民という言葉には様々な定義があるが、ここでは地球市民とは「す

べての生物の利益を守るため、私たちの生活に関わる様々なレベルの問題を地球規模で考

え、問題解決のために自発的・主体的に私たちを取り巻く社会に働きかけ、持続可能な社

会の実現に努力する人々」という意味である。 
２．学習意欲を促す教育方法 
 教育は、環境学習を通じて社会で要求される能力を身につけることを論理的かつ実証的

に子どもに説明し、理解させることが必要である。社会で要求される能力とは、課題を発

見する力、解決策を策定する力、そして関係者に提案し、実行可能なものとする問題解決

能力をつけることであり、一連の流れを示すと図 6 のようになる。 
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環境問題とは何か 

 

どんな環境問題があるのか 

・課題を発見する力 

・計画を立てる力 

・身近な問題を取り上げる 

・地域に関連する事柄に取り組む 

  
循環・多様性・生態学 

共生・有限性・保全 

システムとして考える 

 

自然的環境・社会的環境・精神的環境 

 

  
・合意を形成しようとする力 

・公正に判断しようとする力 

・推論する力 

・情報を活用する力 

時間的・空間的な広がりの中での 

相互の関連性 
 

   

原因の分析 

・活動や体験を重視する 

・野外学習を重視する 

・映像や新聞、インターネット等の資

料を活用する。 

   

問題解決 

 

問いかけ 

・問いかけの教育・学習 

・参加型・問題解決型の教育・学習 

   

行動 

・国際協力 

・シンポジウム開催・発表 

・地域での参加 行政との連携 

・学内活動 

     図 6 論理的・実証的に環境問題を理解し、行動につなげる人間力を 
つけさせるための流れ図 
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３．学習意欲と行動を促す教育方法の具体例 
 我々の生活に関わる諸問題に対して様々な視点での問題解決を図り、その実践活動から

何らかの行動に移し、社会貢献をするようにする。その作業過程において学習者に行動を

促す循環プロセス（視覚や体験→社会への影響・社会の変化の原因分析→問題解決→行動）

を体験させることによって自然や環境と調和的に生きようとする価値観を創造し、限られ

た環境の中で持続的に発展する地域社会作りに繋がる人間力を作る。そのためには簡素で

分かり易い理解を深めるためにはイメージ図や写真による視覚を中心とした教材や現場の

体験などにより理解を深めさせることが大切である。 
 

図 7 学習意欲と行動を促す教育・学習方法 

絵
イラスト

image

写真
動画

体験

動機･原因分析

（why）

解決方法

行動

問題提起（what）
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図 8 イメージや視覚を材料とする学習方法 
（数字は、思考・判断を促すことに対する各教材の占める割合） 

 
 
 

 
  

４．資格や免許取得など目指した人間力の養成 

教育を通じていろいろな知識を取得させ、能力を修得できた学生には免許や資格（たと

えば、環境管理士、環境再生医、グリーンツーリズムインストラクター、ビオトープ管理

士、食育コーディネータなど）を取得できる機会を与える。また、意欲ある学生について

は、先進地域の環境視察を体験させ、帰国してからその体験談を発表し、その成果

の学生への還元を図る。資格などにつながる教育や海外の研修などを通じて、生徒

に自立的な学習意欲の向上を図るとともに、自分の専門分野の再認識、職業人となる自覚、

自己のアイデンティティーを確立できる人間力の育成をめざす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

絵･イラスト

写真

文字 More Detail

Image

Real

}75％

25％
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第 5 章 環境学習の評価観基準 
１．日本の評価基準 

第 15 期中央教育審議会第一次答申は、「生きる力」を提言し、その力をはぐくむために、

「子ども達が自ら学び、自ら考える教育を目指す」と述べ、これからの学校教育の方向性

を示した。 
 学習指導要綱の基本的なねらいは、「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に

判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育てること」で、学びの主体を児童自身に

ゆだねている。すなわち、育てたい資質は、目的意識を持ってその目的達成のために力強

く生き抜く力を身につけることにある。 
 環境教育により身に付けさせたい資質・能力及び態度を教師と児童で共有化した「学び

の共通評価基準」を設定し、学習段階の終了時にそれぞれの評価を行う具体的事例を以下

に示す。 
１）絶対評価 
 評価には、絶対評価,総合評価、相対的評価、自己評価などが使われている。絶対評価は、

集団の中での相対的な順位ではなく、目標にどの程度到達したかの到達度を計るもので、

学習指導要領の目標や内容(評価規準)に対して、学習の到達がどの程度であるかを客観的に

見る基準(評価基準)を作成する必要がある。相対評価は｢集団に準拠した評価｣であり、集団

の成績を基準にして、生徒一人一人の成績を相対的に位置づけを行うものである。 
 

絶対評価を実施するためには、評価計画表を作成し、それをどこで、どう活用し、どう

処理するかを明確に示す必要がある。それに基づく授業を展開し、その中で評価を行うこ

とになる。実際には、以下のような 4 つの観点から評価結果を 3 段階で表している。 
 
観点 1：関心・意欲・態度 
情意面の充実を図り、生徒のやる気を高め、その状況を評価する。この観点は、本来、学

習内容や学習対象に対して関心を持ち、意欲的に調べ、学んだことを社会に生かそうとす

る資質や能力を評価する観点である。 
 
観点 2：思考・判断 
学習活動を通じて、物事の見方・考え方を身につけ、論理的に考えられるかどうかを評価

する。 
 
観点 3：技能・表現 
観察、資料収集の活用などを行い、その結果を表現・処理できる力を評価する。 
 
観点 4：知識・理解 
学習内容を具体的に理解し、多くの知識を身につけているかを評価する。 
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２）評価規準、評価基準の作り方 
 絶対評価を行うためには 4 観点（１．関心・意欲・態度、２．思考・判断、３．技能・

表現、４．知識・理解）で評価規準を定める必要がある。評価規準、評価基準の具体的な

例を表１、２に示す。 
 

表１ 環境教育の評価規準事例 
評価基準 

観点 評価規準 
A:十分満足である 

B:おおむね満足 
である 

C:努力を要する 

観点１ 
環境問題へ

の関心・意

欲・態度 

○環境問題に

関心を持ち、学

習しようとす

る意欲・態度が

見られること 

環境問題への関

心、問題意識が高

く、自分から進ん

で学習に取り組む

姿勢がある 

環境問題へ関心を

持ち、積極的に学習

しようとする姿勢

がある 

教師の支援を受け

ながら学習しよう

としている 

観点２ 
環境問題に

対する思考

力・グロー

バルな物の

見方 

◎環境問題を

地球全体のシ

ステム系でと

らえ，考える 

環境問題に関わる

様々な要素を複合

的に捉え，考えて

いる 

環境問題には様々

な要素が絡んでい

ることを理解して

いる 

地球のシステム系

についての理解が

足りず，環境問題を

グローバルに捉え

ることが出来ない 

観点 3 
環境問題の

調査・学習

方法 

○書籍、調査、

ニュースなど

様々な情報で

学習している 

様々な情報を入手

し、それらを複合

的に解析し、理解

を深めている 

自分で情報を入手

し、学習に取り組ん

でいる 

教師や友達からの

支援を受けながら

時間をかけて調査、

学習を行っている 

観点 4 
環境問題の

知識・理解 

◎環境問題に

ついての知識、

問題点、改善点

について理解

している 

環境問題について

学習したことから

問題点や改善点を

考え、自ら行動に

移している 

環境問題について

理解し、問題点や改

善点を挙げること

が出来る 

環境問題の理解が

足りない、または理

解していてもそこ

から問題点や改善

点が出てこない 

◎：重要評価規準 ○：サブ評価規準 
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表２ 観点別評価に対する評価方法の位置付け 

時間数 内容 

〈観点 1〉 

環境問題への

関心・意欲・態

度 

〈観点２〉 

環境問題に対

する思考力・グ

ローバルな物

の見方 

〈観点 3〉 

環境問題の調

査・学習方法 

〈観点 4〉 

環境問題の知

識・理解 

１ 

身近な環

境問題を

挙げる 

・ 身の回りに起

きている環境

問題に関心を

持つ 

（発言） 

(ノート分析) 

(行動観察) 

(自己評価) 

 

・ 環境問題とは

何かを理解す

る 

・ 環境問題の問

題点を理解す

る 

（感想文） 

（レポート） 

2 〃 

・ なぜ環境問題

が引き起こさ

れたのか原因

を考える 

（発言） 

（ノート分析） 

・ 他の地域では

どうなのかと

いう疑問を持

つ 

（発言） 

（行動観察） 

・ 新聞、ニュー

ス、インター

ネットなどの

メディアを用

いた学習 

（行動観察） 

（情報の取得方

法） 

・ 環境問題の原

因を理解する 

・ その環境問題

で取られてい

る対策を理解

する 

（発表） 

（ペーパーテス

ト） 

3 

ほかの地

域での環

境問題に

ついて学

習する 

・ 同じような環

境問題がほか

の地域でもあ

るか考える 

・ ほかの地域で

どの様な環境

問題があるか

知ろうとする 

（発言） 

（ノート分析） 

（レポート） 

・ 環境問題は

様々 な要因が

絡んでいるこ

とを学ぶ 

・ 環境問題が地

球上のシステ

ム系の中にあ

り、全てが繋

がっているこ

と見ることが

出来る 

（発言） 

（ノート分析） 

（レポート） 

様々 な情報から情

報を一つにまとめ

る 

（行動観察） 

（レポート） 

（ノート分析） 

・ 環境問題の原

因は様々 な要

素が絡んでい

ることを学習

する 

・ 狭い範囲では

なく、広い視

野を持って問

題に取り組ま

なければいけ

ないと理解す

る 

（発言） 

（レポート） 
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・ ペーパーテスト問題例 

問題① この国で問題になっている環境問題を 3 つ答えなさい。 
問題② 問題①で答えた環境問題から一つ選び、その環境問題の原因と対策を答えなさ

い。 
問題③ 同じ環境問題が起きている他の国、地域を答えなさい。 
 

・ レポート課題例 
課題① この国で起きている環境問題を一つ挙げ、その被害と原因を調べよ。 
課題② ①で挙げた環境問題についてあなたが考える対策を述べよ。 
課題③ 今後、環境問題に取り組む際、どのように取り組むべきかあなたの考えを述べ

よ。 
３）総括的な評価方法について 

上記の 4 観点から学習者の実現状況・理解力を絶対評価で行う。その評価結果は｢十分満

足｣、｢おおむね満足｣、｢努力を要する｣の 3 段階に分けて、Ａ、Ｂ、Ｃあるいは３、２、１

で表す。観点別の評価を点数化し、生徒の評価として総括的評定がなされている。表し方

は 5 段階に分かれており、５、４、３、２、１と表示し、以下のような判断を導入してい

る。 
 

５：十分満足できると判断されるもののうち、特に高いもの。 
４：十分満足できると判断されるもの。 
３：おおむね満足できると判断されるもの。 
２：努力を要すると判断されるもの。 
１：いっそうの努力を要すると判断されるもの。 
 
＜評定方法 例＞ 

① 観点基準 A：十分満足である、B：おおむね満足である、C：努力を要するの 3 つの

評価基準をそれぞれ点数化する。 
A：3 点、B：2 点、C：1 点とする。 

② 評価を換算用点数に置き換え、それらを合計する。 
観点１ A：３点 
観点２ B：２点 
観点３ C：１点 
観点４ A：３点 

合計… ９点 
③ 合計された点数を 5 段階に分ける。 

オール A…３点×４観点＝12 点 
オール C…1 点×4 観点＝ 4 点 

※ 全ての点数はこの点数の間にある。 
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表３ 評定のつけ方 
‐どの観点も同等の比率で考えた場合‐ 

観点基準の組み合わせ 合計点(点) 評定(5 段階) 
A A A A 12 
A A A B 11 

５ 

A A B B 10 
A B B B 9 

４ 

B B B B 8 
B B B C 7 

３ 

B B C C 6 
B C C C 5 

２ 

C C C C 4 １ 
   
  例えば観点１に重みを付けて評価する場合は、以下のような評価方法を行う。観点１

を数値化したものに A の場合には 3 点、B、C の場合には 2 点をかけ、重みをつける。よ

ってすべての観点で A 評価だった場合、観点 1 は 3 点×3＝9 点であるため、 
  3×３＋３＋３＋３＝18 点 
すべての観点で C 評価だった場合、観点１は 1 点×2＝2 点であるため、 
  1×２＋１＋１＋１＝5 点 
よって全ての点数は 5 点～18 点の間にある。 

表４ 合計点と評定の関係 
合計点(点) 評定(5 段階)

16～18 ５ 
13～15 ４ 
10～12 ３ 
７～９ ２ 
６、５ １ 

 
表５ 観点に重みをつけた際の評定方法 

‐観点１に重みをつけた場合(例)‐ 
観点別評価 各観点の点数(点)   

観点 1 観点 2 観点 3 観点 4 点数 点数 点数 点数 合計点 評定 
A B C A 3×3 ２ １ ３ 15 ４ 
B A B B 2×2 ３ ２ ２ 11 ３ 
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４）自己評価について 
学習指導要領の目標や内容(評価規準)に対して、学習の到達がどの程度であるかを客観的

に見る規準(評価基準)を作成する必要がある。評価のずれを確認し合い検証することで、児

童の過大・過小評価を少なくし、「学習を客観的に振り返る力」の育成を試みることが出来

る評価基準を設定する必要がある。 
観点別に学習状況を多様な方法で評価する一つとして、自己評価の導入が奨励されてい

る。教育課程審議会答申では｢自己評価については、自ら学ぶ意欲などを見る上で有効であ

るばかりでなく、児童生徒が自分自身を評価する力や他人からの評価を受け止める力を身

につけ、自己能力や適正などを自分で確認し、将来を探求するためにも大切である｣と述べ

られている。自己評価能力の育成の手立てとしている学びの共通評価基準を基にした学習

モデルとしては以下のようなものを提案されている(表６)。 
 

表６ 自己評価表の一例 
A:よくわかった B:分からないところがある C:分からない 

時 

数 

目の付け所 

学習内容 

環境問題

へ の 関

心・意欲 

自

己

評

価 

環境問題を

考える力、

幅広い理解

自

己

評

価

環境問題の

調査・学習

方法 

自

己

評

価

環境問題

の知識・

理解 

自

己

評

価

１ 
身近な環境問題を挙げ

る 

身の回り

で起きて

いる環境

問題を積

極的に知

ろうとし

ましたか 

   

環境問題

が起こる

となぜ困

りますか 

 

２ 〃 

どうして

環境問題

が起こり

ましたか 

 

他の地域で

はどの様な

環境問題が

ありました

か 

 

どのように

して環境問

題を調べま

したか 

 

・なぜ環

境問題が

起こりま

したか 

・どのよ

うな対策

がありま

すか 
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３ 
ほかの地域での環境問

題について学習する 

ほかの地

域ではど

の様な環

境問題が

ありまし

たか 

 環境問題が

地球上のシ

ステム系と

つながって

いることが

分かりまし

たか 

   環境問題

には色々

な原因が

あること

が分かり

ましたか 

 

B・C の評価のところは、テキスト、ノートをみてもう一度復習しましょう。 
 
最上は自己評価能力の育成の手立てとしている学びの共通評価基準を基にした学習モデ

ルを提案している。具体的には、学習の問題点が明らかになったなら、その原因を突き止

めることで、学習の改善策が導き出せると考え、その思考を導き出す手立てとして「ロジ

ックツリー」という問題解決技法を用い、学習者の「学習の問題点を明らかにする力」と

「問題点を改善するための方策を導き出す力」の判定を行う自己評価能力育成のための学

習モデルを提案している(図９)。 
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Step 1

Step 2

Step 3

Step 4

Step 5

Step 6

Step 7

学 習 内 容 の 把 握

「 学 習 の ポ イ ン ト 」 の 理 解

学 習 活 動 Ⅰ

振 り 返 り 1 回 目

学 習 の 問 題 点 ・ 原 因 追 及

相 互 評 価 ・ 振 り 返 り 2 回 目

学 習 の 改 善 策 検 討

Step 8 学 習 活 動 Ⅱ

自己評価活動

ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
作
成

○ 児童の評価と教師の評価とのズレの確認と原因検討

○ 学びの高まりへの賞賛

○ 以後の学習向上に向けた取り組みの検討

 
 

図９ 自己評価能力を育成のための学習モデル 
 
５）ロジックツリーの概念 
 複雑な問題を解決するためには、全ての問題が解決された状態を最も上位の目的に据え、

それを解決するための様々な手続きを検討することから始める。次に、見つかったそれぞ

れの手段を再度目的に置き換え、それらを解決する手段を検討していくという階層的過程

を握るロジックツリー手法が提案されている。手段を決め目的を達成するロジックツリー

の一例を図 10 に示す。 
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図 10：ロジックツリーの例 
 
また、ロジックツリーの「手段―目的」を図 11 のように「原因－結果」に整理することに

よって複雑な問題の構造を明らかにすることが出来る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 11 結果から原因への流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 

手 段

目 的 手 段

目 的

第 3 階 層
行 動 目 標 の 階 層

第 2 階 層
問 題 解 決 の 階 層

第 1 階 層
目 的 の 階 層

最 上 位 の 目 的

結果 

結果 

原因 

原因 
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２．中国の評価基準 

１）中国の評価基準 

 中国での評価基準は、｢緑色学校｣の中に記述されている。｢緑色学校｣とは、国家環境保

護総局、教育部ならびに中国宣伝部門合同で 1996 年に制定された｢全国環境宣伝教育行動

要領｣に基づき、中国の経済発展を推進すると共に、環境保全活動を日常生活に取り入れ、

教職員、児童生徒および地域社会の住民などに対して環境意識の向上を目指すものである。

学校から家庭へ、家庭から社会へ環境に対する意識を普及させていこうという取り組みで、

下記に示す評価基準に基づき、｢緑色学校｣に指定された全国 5000 以上の学校から、優秀な

成果を上げた学校やその中の単位ならびに個人を表彰することによって環境意識の向上を

図っている。 
 
 
 
(1) 「緑色学校」の指導機関を創立し、仕事を明確に定め、各自責任を負っているか。 

(2) 学校は各環境教育活動に資金と物資を提供し、技術指導と保証を与えているか。 

(3) 環境保全を学校の日常生活に取り入れ、管理を行っているか。汚染を防ぎ、ゴミ量を

減らし、資源の節約とリサイクルなどの環境方策を実施し、より良い効果を得ているか。 

(4) 「緑色学校」に関連する資料とデータを明確に分類し、長期に蓄積しているか。 

(5) 国家、地域および学校の課程の中で、環境教育の内容を浸透し、より良い効果を得て

いるか。 

(6) 環境教育の研究を展開し、教師は環境教育についての講義および訓練に積極的に参加

することを励行しているか。 

(7) 学校は環境保全の雰囲気に包まれ、教師と生徒は環境意識を高く持ち、各活動に積極

的に参加しているか。 

(8) 健康な生活様式を提唱し、地域と日常生活の中で、教師と生徒は積極的に環境を見守

る態度を養っているか。 

(9) キャンパスの緑化、快適な職場・学習環境を作ることに全力を尽くしているか。 

(10) 児童・生徒は校内でグループを作り、学校の環境保全に関する仕事と活動に積極的

に参加することを励行しているか。 

 

２）貴州省の評価基準 

 以下に貴州省の「緑の学校」の評価基準を示す。 

 

 

(1)組織管理（10 満点） 

① 『緑色学校』の指導機関を設立し、要因が合理的に編成され、業務を明確に規定し、

各自責任を負っているか。 

② 『緑色学校』の計画は、上位目標とプロジェクト目標を含めて作成されているか。 

③ 『緑色学校』の計画を学校の業務に取り入れ、資金を投入し、展開しているか。 

表７ 中国の「緑色学校」の 10 箇条の評価基準 

表 8 貴州省の「緑色学校」の評価基準
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④ 緑化の責任者を定め、あるいは、クラスの順番責任制を明確にしているか。さらに、

適切な管理制度を持っているか。 

⑤ 校内で、教師に対する環境についての研修を不定期的に持っているか。また、教師

代表を選出し、校内で選ばれた教師代表が積極的に環境保全の訓練・研修に参加し

ているか。 

⑥ 『緑色学校』の資料を明確に分類し、蓄積しているか。 

(2)環境教育（40 点満点） 

① 授業内の環境教育 

(ⅰ)中学校は国語、地理、生物、化学、小学校は国語、道徳、自然、社会などの科

目で環境保護教育を展開するための計画と指導案を持っているか。 

(ⅱ) クラス・ミーティングなどを通して、環境教育を展開し、生徒全員が参加して

いるか。 

(ⅲ) 環境教育の選択課程を設置し、教材・教具と指導案を用意しているか。 

② 授業外の環境教育 

(ⅰ) 報告会、講義等の方式で、環境保全教育を展開し、児童・生徒がすべて学期ご

とに参加しているか。 

(ⅱ) 現在の環境問題を調査し、児童・生徒にこの地域の環境問題と汚染状況を理解

させ、環境保護への認識を深めさせているか。探求活動から調査報告や小論

文を書かせる取組を行っているか。 

(ⅲ) 児童・生徒が参加する、社会向けの環境保護宣伝活動を行っているか。 

(ⅳ) 児童・生徒が参加する、関連機関で行われた環境保護知識に関するコンテスト、

論文募集、講演などの活動を行っているか。 

(ⅴ) 児童・生徒が参加する環境保全の論文募集、講演、コンテストなどを定期的に

行っているか。 

(ⅵ) 学校の中で環境保護スローガンを作成しているか。 

(ⅶ) 学校の中で環境保護コラム（壁新聞、黒板新聞等）を 2～4期実施しているか。 

(３)学校の環境建設（30点満点） 

① 学校の環境汚染は有効に防止され、トラブルやクレームが全くないか。 

②  学校の緑化できるところは緑化されているか、あるいは良い緑化計画が提出され、

実施されつつあるか。（緑化率 90%以上） 

③  キャンパスはきれいで、教室は清潔であるか。児童・生徒は紙くずや果物の皮、包

装物などを捨てていないか。 

④ 学校の緑化には立体感や季節の特徴があり、緑化の効果が表れているか。 

(５)教育の成果（20 点満点） 

① 教師は『緑色学校』の設立に関する内容、目的を明確に理解しているか。 

② 児童・生徒は、環境保全の基礎・基本を身につけ、サンプリング調査で合格と判定

されるまで達成しているか。 
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第6章 環境問題についての具体的な学習方法 
１．人間力を付けるための学習方法 
 環境問題に対して様々な視点から問題解決を図り、その体験活動から何らかの行動に移

し、地球市民として責任のある行動をとることが出来る人間力を養成することにある。そ

の作業過程は図 12 に示すように、いろいろな環境問題に関して情報を収集し、それを分析

することによって原因を見つけ出し、解決策を提案し、持続的に発展する地域社会作りに

つながる人間力を持った人材の育成が必要である。 
 

図 12 問題解決に向けての力を深め、行動する人間力養成の教育モデル 
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問題解決に向けて対処
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２．地球環境問題に関する学習方法 
学習の目標 
・地球環境問題にはどのようなものがあるか理解させる。 
・なぜ地球環境問題が発生したかを実験、体験を通して考える。 
・人間や生物にとって住みやすい地球環境を作るためにはどのような行動をするべきか

を考える。 
 
例：学習の進め方 
どんな環境問題があるのか･･･現状理解 
  地球温暖化   オゾン層破壊   酸性雨   森林の減少 

野生生物の減少   海洋汚染   各種災害の多発   砂漠化 

 
なぜ発生したのか･･･原因追及 
  人間活動   生態系との関わり   環境容量   相互作用 

 
システムとして考える･･･システムとシステム間の相互関係の理解 
  生態学   コミュニティー   階層化 

 
時間にともなう変化･･･各過程を理解する 
  蓄積   気候変動   循環   多様性   個体数   進化   絶滅 

 
行動…地域社会への貢献、環境への思考力を付ける 
リサイクル活動等の環境問題への取り組み 情報を入手し、思考する 

 
ポイント 

・人間は生態系システムの一部である。 
・生物の多様性は、人間にも当然あてはまる。 
・人間は問題を解決するためには自然の複雑なシステムを理解する必要がある。 

・ 環境問題への対処には基本的に 4 つの要素がある。それは、自然的・技術的・社会的・

精神的要素があり、これらをシステムとしてトータルに考える必要がある。 
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３．大気環境問題に関する学習方法 
大気環境問題について以下のような教育目標を基に学習を行う。 
１）大気汚染の現状理解の目標 

   大気汚染とは何か、大気汚染の原因になる汚染物質にはどのようなものがあり、そ

れがどの様な役割を持つのかを調べ、大気汚染の現状を把握し、その問題解決の能力

をつけることを目標とする。また、大気環境についての関心を高める。 
２）原因追求の目標 

   大気汚染の原因が何にあるのか、様々な情報源(新聞、書籍、インターネット、ニュ

ース等)から調査を行う。大気汚染がなぜ起こったのかを理解する。 
３）システムとしの学習目標 

   生態学的、経済学的、人間生活、地域社会など様々なシステム体系を学び、それら

がどの様に大気汚染と繋がっているかを考える。各システムの働きを学ぶだけでなく、

相互作用を学ぶことで、全ての体系が繋がっていること、大気環境のシステムについ

て学習することを目標とする。 
４）今後の対策についての学習目標 

   行政レベル、企業レベル、市民レベル、個人レベルでどのような大気汚染の対策が

取られているかを学習し、今後どのような対策を取っていくべきかを考える。これか

らの将来について考え、大気環境への問題意識を高めていく。 
５）今後の行動目標 

   これまでの学習を通し、今後どのような生活をするべきか、またどの様なことを考

え、行動に移していくべきか考える力を養うことを目標とする。自分達に出来ること(エ
ネルギーを使わない生活、車による大気汚染、ゴミの焼却を少なくするなど)、働きか

けていくべきこと(市民レベルでの活動や家族や周りの人と出来ること、学校で出来る

ことなど)を考える。 
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以下に具体的な学習の流れを示す。 
大気汚染にはどのようなものがあるか 

ＮＯｘ  ＳＯｘ  ダイオキシン 

 
なぜ発生したのか（原因） 
  車（経済）  工場群（ ）   地域の環境容量   農業活動 

 
システム的考え方 
  生態学   地域汚染   地球規模の汚染 

 
どのような対策がなされているか（現状） 
 
 

 
 
大気汚染軽減のためにはどうすれば良いか（行動） 
   汚染の実態を把握し、大気環境を良くするための行動について考える力を身につ

ける。 
   関心・意欲・思考・判断・理解 
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また、以下に具体的な学習方法をフローチャートで示す。 
 

図 13 大気環境問題の学習方法 
 
 
 
 
 
 

植物による調査

○気孔の汚れを調べる
○葉の表面の汚れを調べる

など

大気の調査

○気体検知管での調査
○大気中の二酸化炭素の調査
○ヒートアイランドの調査
○酸性雨の調査 など

方法

1 .調査場所の確定
2.調査時期の決定
3.調査項目・方法の決定
4.必要器具、備品の調達

調査用紙の作成

1．測定値の記入方法
2.調査項目のまとめ方
3.チェックシートの作成

大気環境に関する学習

地球科学、大気循環、
気象学についての学習

大気汚染の原因解明

○人間生活による汚染
○工業による汚染 等

大気環境について考える

○今後の課題を挙げる
○課題克服のための行動指針を考える

身の回りの調査

○車の排気ガスの調査
○工場やごみ焼却場の見学
○星空を観察
澄んだ空気の大切さを考える

参考文献、参考資

料の提示 

参考文献、参考資

料の提示 
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４．水環境問題に関する学習方法 
水に関する環境問題について以下のような教育目標を基に学習を行っていく。 

１）調査での教育目標 
① 無機物調査 

   河川の物理的環境を測定する基本的な手法を体験し、水環境についての関心や理解

を深め、良好な水質環境を保つための行動が出来る人間力を養う。 
② 水生生物の調査 

   河川に生育する水生生物の調査を通し、水質環境を把握し、水質の大切さ、水質を

良好な環境にするためにはどうすべきか考える思考力を養う。 
２）調査方法 
 調査方法、調査場所、調査に適した時期・時間と使用する機器の使い方を理解する。 
３）調査データの作成 
 調査目的に必要なデータを明確に理解し、調査データのまとめ方を学習する。 
４）水環境に関する知識の学習 
 調査項目や調査目的に合わせ、水質の学習や水質工学の定理などを学習し、水質に関す

る知識を養う。 
５）原因追求 

① 水質汚染が進んだ原因を考える 
調査結果や現場周辺の土地利用やこれまでの歴史などを調べ、原因を探求する。 

② 水質浄化について考える 
   何が水質浄化に寄与しているか考え、そのものの役割について学ぶ。 
６）今後の行動目標 
 今後、どのようにして水環境をよくしていくべきか、どの様な行動を取るべきかについ

て現場での調査や書籍、ニュースなど様々な情報を基に考える力を養い、様々な意見を学

習者同士で議論し合い、水環境についての関心を高め、水環境に関する知識を増やす。 
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以下に、水環境調査から水環境に関する知識を高め、水環境をよくしていくために行動出

来るような人間力を養う学習のフローチャートを示す。 
 

 
図 14 水環境に関する学習のフローチャート 

無機物的な調査

湖沼・河川の水温、気温、測量
COD、pH、DO、SS、NO2、NO3

透明度、流速、水深、流量など

生物的な調査

水生生物個体数、植生調査、
低質調査など

方法

1 .調査場所の確定
2 .調査時期の決定
3 .調査項目・方法の決定
4 .必要器具、備品の調達

調査用紙の作成

1．測定値の記入方法
2 .調査項目のまとめ方
3 .チェックシートの作成

水環境に関する学習

○生物に関する学習
○水理学、測量学、水文学の学習

水質汚染の原因解明

○生活廃水による汚染
○工業による汚染
○生物による汚染 等

水環境について考える

○今後の課題を挙げる
○課題克服のための行動指針を考える

参考文献、参考資

料の提示 

参考文献、参考資

料の提示 
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５．土壌環境問題に関する学習方法 
土に関する環境問題について以下のような教育目標を基に学習を行っていく。 
１）現状把握の教育目標 
  土の大切さについての学習を行う。作物を育てる土、地面に立つ私達生物、そのこと

を認識し、土壌の大切さと土壌生成の過程、植物が育つために必要な表土がどれだけ薄

い層で貴重なものかを学習する。 
２）調査方法 
  調査目的、調査方法、調査場所、調査に適した時期・時間と使用する機器の使い方を

理解する。また調査データのまとめ方を学習する。 
３）土環境に関する知識の学習 
  捨てられたゴミがどのような過程で土に捨てられるか、その後、どのようになるのか

や土壌を肥沃にしている生物の学習、土壌環境についての学習を行い、土壌学の理解を

深めると共に、土壌への関心を高め、土壌と環境問題とのつながりを理解する。 
４）原因追求 

① 土壌汚染が進んだ原因を考える 
調査結果や現場周辺の土地利用やこれまでの歴史などを調べ、原因を探求する。 

② 土壌環境の改善について考える 
  汚れた土が元に戻りにくい、または戻らないということを学ぶ。また土壌汚染が私達

が口にする野菜への影響、また土壌から流れる農薬などによる水質汚染の現状などを学

び、今後どの様な対策を取るべきかを考える思考力を養う。 
５）今後の行動目標 
 今後、どのようにして土環境をよくしていくべきか、どの様な行動を取るべきかについ

て現場での調査や書籍、ニュースなど様々な情報を基に考える力を養い、様々な意見を学

習者同士で議論し合い、土環境についての関心を高め、土環境に関する知識を増やす。土

の環境を考えることが水、大気の環境にもつながっていくことを学ぶ。 
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以下に、調査から土環境に関する知識を高め、土環境について考え、行動する人間力を

高めるための学習例をフローチャートで示す。 
 

 
図 15 土環境を学ぶフローチャート 

生物による調査

○土壌生物を調べる
○様々な土で植物を育てる
○落ち葉から土への観察

など

土壌の調査

○土壌の水分含有率調査
○土壌断面の観察
○土による水の浄化
○土とコンクリートの温度

の違い など

方法

1 .調査 場 所 の確 定
2 .調査 時 期 の決 定
3 .調査 項 目 ・方 法の 決定
4 .必要 器 具 、備 品の 調達

調査用紙の作成

1．測定値の記入方法
2 .調査 項 目 のまと め 方
3 .チェ ッ ク シー トの 作成

土壌環境に関する学習

作 物学 、 土 壌学 、生 物学
土 壌環 境 学 、地 質学 、

な ど

土壌汚染の原因解明

○ 人 間 生活 に よ る汚 染
○過度な農薬や工場による汚染

など

土壌環境について考える

○ 今 後の 課 題 を挙 げ る
○課題克服のための行動指針を考える
○土壌環境とその他の環境の繋がり

について学習する

参考文献、参考資

料の提示 

参考文献、参考資

料の提示 
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表 9 調査シート例 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
3 4 2 3 3

2 1 2
3 6 2 4 5

Ⅲ

19.7　℃

●(７)

○(５)

５　チョウバエ

水質階級の判定

水質階級
１　○印と●印の個数

２　●印の個数

３　合計(１欄＋２欄）

その他の水質階級 Ⅱ

４　セスジユスリカ

大変きたな
い水

水質階級Ⅳ

１　アメリカザリガニ
２　エラミミズ
３　サカマキガイ

○(２)
６　ミズカマキリ

４　ニホンドロソコエ

２　タイコウチ

きたない水 水質階級Ⅲ

１　イシコツブムシ

３　タニシ ○(２)

５　ヒル ○(３)

７　ミズムシ

８　ヒラタドロムシ
９　ヤマトシジミ ○(６)

○(４)

６　コガタシマトビケ
７　スジエビ

●(７)

４　ゲンジボタル
５　コオニヤンマ ○(３)

３　カワニナ ●(８)

●(９)

９　ヤマトビケラ

少しきたな
い水

水質階級Ⅱ

１　イシマキガイ ●(７)
２　オオシマトビケラ

８　ヘビトンボ ○(１)

６　ヒラタカゲロウ

４　サワガニ ○(２)

２　ウズムシ

きれいな水 水質階級Ⅰ

１　アミカ

３　カワゲラ

５　ナガレトビゲラ ○(２)

７　ブユ

　魚、水草、鳥、昆虫、その他の生物 アオサギ、オオブタクサ

水質 指標生物
見つかった指標生物の欄に○印、数が多かった上位２種類(最大３種類)
に●印をつける。

　川底の状態 コンクリート、土 小石、砂（底質不安定）
　水のにごり、におい、その他 澄んでいた 少し淀んでいた

　生物採取場所の水深 5.0　cm 50　cm
　流れの速さ 0.8　m/秒 0.3　m/秒

　川幅 （水田排水路）　0.5　m 8.8　m
　生物を採取した場所 平瀬・早瀬・淵・その他 平瀬・早瀬・淵・その他

　気温 22.4　℃
15.5　℃　水温 16.2　℃

　　年　　月　　日　　時ごろ 2007・05・30（10：00） 2007・06・02（09：05）
　天気 晴れ 曇り（雲量9）

調査者名　　環境　守 　　　　　　

　調　査　場　所 山口村水田地区 小早川河口
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６．ゴミ・リサイクル問題に関する学習方法 
ゴミ・リサイクル問題について以下のような教育目標を基に学習を行っていく。 
１）現状把握の教育目標 
  ゴミが出るまで、ゴミが出てどのように処理をされるのかの現状理解とゴミを減らす

ための運動であるリサイクルがどの様なものかを学習する。 
２）調査方法 
  調査目的、調査方法、調査場所、使用する物について理解する。また調査データのま

とめ方を学習する。 
３）ゴミ・リサイクルに関する知識の学習 
  ゴミの種類、どの様なものがリサイクルされるか、各国で行われているリサイクルや

ゴミの問題についても学習する。特に、欧米でのリサイクルは世界的にも高い水準を持

っており、どの様な取り組みが行われているか調べ、ゴミ処理とリサイクルについての

知識と関心を高めていく。 
４）原因追求 

① ゴミの廃棄の問題について 
  ゴミを廃棄することで何が問題なのか考え、どのような汚染が起こっているかを学ぶ。 

② リサイクルについての課題について 
  リサイクルをする上で必要なことは何か考える。リサイクルにおける課題(分別問題、

ゴミ処理の問題)や行政の取り組みについて学習し、理解を深めると共に、関心をもたせ

る。 
５）今後の行動目標 
  現状を把握し、今後、土壌汚染、水質汚染、大気汚染を考えるとゴミ処理の問題は解

決しなければいけない課題だということを認識させる。また、自分達で出来るリサイクル

についても考え、子ども達で議論をし合うことで、思考力、行動力を高めていく。 
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以下に、ゴミ・リサイクル問題についての学習方法の具体例をフローチャートで示す。 
 

 
図 16 ゴミ・リサイクル問題に関する学習方法 

 

ゴミ問題

○ゴミの発生について
○ゴミ処理について
○ゴミによる汚染について

など

リサイクル問題

○各国で行われている
取り組みについて

○ゴミの分別について
○リサイクルとは何か など

方法

1.新聞などによる調査
2 .ゴ ミ の 現 状 調 査
3 .ゴ ミ 処 理 施 設 の 見 学
4 .リ サ イ ク ル の 体 験

調査用紙の作成

1．測定値の記入方法
2 .調 査 項 目 の まと め 方
3 .チ ェ ッ ク シ ー ト の 作 成

ゴミ処理に関する学習

法 令 、 処 理方 法 、
ゴ ミ に よ る 汚 染 に つい て

な ど

リサイクルに関する学習

各 国 で の 取 り 組 み と 課 題 、
国の取り組み

など

今 後 の 課 題 に つ い て考 え る

○ 現 在 の 課 題 を 把 握
○自分達で出来るリサイクルについて

など

原因追求

○ ゴ ミ に よ る 汚 染 原 因
○リサイクル上の分別処理の課題

など

参考文献、参考資

料の提示 

参考文献、参考資

料の提示 
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７．自分達で出来る環境対策に関する学習方法 
個人や家庭でも出来る環境対策の方法を考え、実行に移していく。身近なところから環

境をよくする働きが出来るということ、一人一人が関心を持つことで環境をよくすること

が出来ること、世界的に環境問題がクローズアップされている現状を踏まえ、これからの

未来を切り開いていく子ども達が環境への関心を高め、理解を深め、取り組む実行力を養

っていく。 
１）現状把握の教育目標 

京都議定書、現在行われている国際的な環境に関する会議の内容を通し、世界的にどの

様な問題が考えられ、どの様な対策が講じられているかを学ぶ。また我国での取り組み、

環境問題先進国であるヨーロッパでの取り組みを学ぶ。 
２）調査方法 

ニュース、インターネット、新聞、書籍、論文などから現在行われている環境問題の取

り組みやその問題点などを学ぶ。また地域単位、個人単位で行われている環境対策につい

ての調査を行い、個人レベルの環境問題への取り組みの関心を高める。 
３）環境対策に関する知識の学習 

自分たちの国やよその国で環境に関する法律にはどのようなものがあり、どのような取

り組みが行われているかを学習する。また、水、土、大気の環境対策について学習してき

たことをまとめ、それぞれが繋がりを持っていることを理解する。 
国際的に働きかけている環境対策について、各国の考え方や立場を学習し、国際的な取

り組みについて学ぶことで、環境問題が一つの地域だけでなく、地球規模で考えなければ

いけないことを理解する。 
４）今後の行動目標 
 自分達で出来る艦橋対策について考える。環境問題への危機感と関心を高め、自ら考え

る思考力と自分達で環境対策を始めようとする行動力を養う。また、何が出来るか、何を

してきたかなどを報告し合うことで一人一人が環境をよくしていこうという協調性を養っ

ていく。 
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以下に、自分達で出来る環境対策に関する学習例をフローチャートで示す。 
 

 
図 17 環境対策の学習例 
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方法
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参考文献、参考資

料の提示 
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８．生態系・持続的システムに関する学習方法 
 今後、地球の環境を考える上で生態系の持つ役割を理解し、持続的な社会の構築に向け

て何が必要かを理解する。そして生態系の環境と人間活動についてのシステムの関係につ

いて学習し、関心を深めるとともに、エコーシステムとしての環境問題の重要性を学ぶ。 
１）生態系についての理解 
  生物すべてが相互間の繋がりによって支え合い、互いに助け合って生きているという

ことを学ぶ。人間だけが生きていくことが出来るのではなく、それぞれの生物の生存には

生物多様性が必要だという事を学習する。また、人間の生態系における役割を考え、地球

環境をよくしていく任務を持つということを理解する。 
２）持続的システムについて理解 
  これから地球という限られた環境の中で生活をしていく上で、自然との共生、生産と

再利用の循環型社会、環境への負荷の少ない社会を持続させていく必要があることを学習

する。また、人間の活動が地球環境の復元能力を越えないようにすることが大切であるこ

とを学び、エネルギーや物質の流れを自然の循環に近付ける努力、技術が必要であること

を学習する。 
３）今後の行動目標  
  これから生きていく中で、環境について考えることは重要なことであることの再認識

と、自分達に何が出来るかを考え、行動していくことを促す。また、持続的な社会を作っ

ていく為に必要なこと、どのようにしていけば環境を良くし、保つことが出来るかなどに

ついて議論を行う事で、環境対策への思考力、行動力、関心を高める。 
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以下に、生態系と持続的なシステムに関する学習例をフローチャートで示す。 
 

図 18 生態系と持続的なシステムに関する学習例 
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９．持続可能な社会に向けての学習方法 
 これからの将来、地球環境の改善と環境と調和した持続可能な社会としていく必要であ

る。そのことを理解し、どの様な行動を取って人間力を養うかを学ぶ。 
 
１）持続可能性な社会に向けての教育 
 持続可能な社会に向けた教育とはどの様なものか。問題解決だけの環境教育であっては

ならない。環境問題に取り組み、その対策を講じることも必要であるが、解決と同時に、

個人の幸福も満たされなければならない。子どもの発達や人間生活の豊かさが損なわれて

はいけない。 
また、教育目的を達成することが学習の到着地点であってはならない。持続可能性の教

育では、実際に子どもだけでなく、教育者、市民も参加するような体験型の学習を通じて

目標達成が終了ではなく、人間生活・精神の豊かさにつながる、その時代情勢に対応し、

常に可変的な学習であることを認識しておかなければならない。そして、真の環境教育を

つづけていくことこそが持続可能性を持った教育となるのである。 
また持続可能性に向けた教育では、一つの環境について学ぶのではなく、視野を広く持

った教育が必要である。環境問題が深刻化した背景には人間による工業発展、消費活動、

貧困、戦争、人口の増加、社会的構造などがあり、様々な問題を抱えており、様々な考え

方があり、考え方を一元化するのではなく、多種多様な考え方を受け入れ、様々な方法を

考え、行動できる思考力と人間力を養う必要がある。 
以上より、人間が、人間自身の存在を、自然、環境、生態系、人間同士の関わりの中で

総合的に把握し、また自らの生活が豊かだと感じるような持続可能な社会を作っていく為

に必要な教育、それが持続可能性に向けた教育である。 
 

２）持続可能な 3 原則 
 1987 年ブルントラント委員会においてハーマン・デイリー教授が説いた持続可能性の三

原則（図 19）が提唱された。この報告書から「持続可能な開発」が定義され、組織や制度

を越えた国際協力の必要性が求められた。ここでは、持続可能な開発がどの様なものかを

理解することを目標とする。 
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図 19 持続可能な３原則 
 

３）持続可能な社会を実現する 3 つの社会像の統合 
 持続可能な社会では、3 つの社会像を統合して、人間活動による影響が地球環境の復元能

力を越えないようにすることが重要である。また、人間が生きていくための基本となる地

球生態系を守りながら、エネルギーや物質の流れを自然界の流れに近づけていく必要があ

る。ここでは、それぞれの社会が繋がっていること、持続可能な社会実現の為に図 15 に示

した 3 つの社会を有機的に統合した社会作りが必要なことを学習する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 20 持続可能な社会を実現する 3 つの社会像の統合モデル 
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②再生不可能な資源(化石燃料など)の利用は、再生可能な資源による
代替が可能なペースで利用する
(石油に代わる再生可能な代替エネルギーを利用する）

③「汚染物質」の排出速度が、環境による循環・吸収・無害化の速度を越えないようにする
(例：下水を河川や湖に流す場合、水生生態系が無害化できるペースで行う）
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                               資 料 
１．中国における教師用指導書 
 中国における教師用指導よとしては、「互動式環境教育教学指南－初中編、高中編－」が

国連開発計画（UNDP）ならびに国家環境保護総局およびユネスコ（UNESCO）と合同で

制作されている。これは、小学校から高等学校までの児童生徒を対象に、環境教育の授業

を行うに当たって考慮すべき対象学年、対象科目、教育目標の他、必要な資料や簡単な指

導案などを網羅し、CD-ROM とともに身近なテーマ別に約 30 事例を収録し、現場の教師

にとって非常に使い勝手の良い優れた指導書となっている。 

図 21 「互動式環境教育教学指南」表紙 

  
図 22 互動式環境教育教学指南 目次 
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２．中国における具体的な学習方法の事例 

 

１）地球さん、お元気ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例「地球さん、お元気ですか」 
 

１． 適用学年  
中学校２年生 

２． 関係科目 
国語、音楽、美術 

３． 概要 
『民謡（略）～』。この人気のある民謡の内容は空、草原、牛羊からなる美しい大自然の景色を

描いたものだが、この民謡は人々を「人類が人類以外生物及び生物以外の大自然のほかのものとど

う付き合うか」を考えさせる。私たちは言う。環境とは人を中心とする環境ではあるが、それは人

類が環境を支配しているという意味ではない。地球上には、また、人類と同じような生命があり、

人類と同じように、大自然の陽光、空気、水などの恵みを受けている。そして、人類と一緒に多彩

な世界を構成する。それら生命を持つ生物のおかげで、人類は知恵を持ち、人類の文化が発展した。

大自然の万物との共生は、現代社会の最も重要な目標である。 
 この授業は仮面キャンプファイヤーを通して、地球上の動物、植物及びその以外のものの声を聞

き、生徒に大自然の万物と共に生きるという気持ちを育む。 
４．観点別教育目標 
① ポイント目標 
人類は自然界を支配するのではなく、自然界の一員である。 

② 知識目標 
自然界はいろいろな生物が調和することで成り立つ。 

③ 技能目標 
創造力、想像力、手を使う能力および表現能力を養う。 

④ 態度目標 
生き物を愛し、地球を大切にすることは人間のためにも良い。 

⑤ 参与目標 
自発的に、環境保全活動に積極的に参加する。 

５．授業の準備 
（一）テープレコーダー、カセットテープ（地球さん、お元気ですか？） 

   中央テレビチャンネル CCTV—３の「テレビ音楽城」の番組の MTV から、歌をテープに吹き込

む。 
（二） 場所 

   キャンプファイヤーの行えるところ。 
（三） 道具 

教師は開始前に自分の役柄（人類）とその仮面を準備する。木炭、薪。 
（四） 学生の準備 

① 仮面を作る。新聞紙、布、カン、ベットポトルなどの廃棄物を用い、仮面を作る。生徒は、想

像力と創造力を発揮して、自然界の風、雨、植物、動物あるいは星、稲妻、山及び風などを仮面

で表現する。仮面を作った後、色を付ける。 
② 資料を探す。 

生徒はただ仮面を作るだけでなく、仮面の表すものの特徴を理解する。動植物ならば、その現状

も理解しなければならない。各自の表したいものについて、特徴あるいは現状と感想を述べる。

歌や踊り、演奏、言葉等で表す。 
６．授業内容の概要 

① 自然界を認識すること。 
② 自然環境との調和及び共存共栄。 
 

表 11 互動式環境教育教学指南 指導案例 
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２）食物連鎖についての事例 

殺虫剤が食物連鎖に入る道を理解する。殺虫剤が食物連鎖内で高級消費者の体内に蓄積

されるプロセスを理解する。環境の中で殺虫剤の蓄積がもたらす影響を理解する。 

【進め方】 

① クラスの 50 人は講堂あるいは運動場で輪になって取り囲む。この輪を「殺虫剤に

汚染された土壌」と命名する。 

② 殺虫剤と書いてある黄色い紙 20 枚と白い紙 10 枚を輪の中に置く。こられの紙は

「植物」のたとえである。 

７．授業の進め方 
（一）導入 
① 背景の説明 

 ある晴れた夜、空には満天の星が輝いている。川は静かに流れ、動物たちの鳴き声が聞こえる。

ここ、森林に囲まれる空き地では自然環境からの風、雨、雷、各動植物、水及び雲等が人間と調

和している。ここには、人間社会の喧噪はなく、全国な戦争、殺人はなく、人間、自然環境、動

植物はみんな地球の一員として共存共栄している。 
② 準備 

   仮面をつけて、各自の役に入る。 
③ はじめ 

（二）紹介 
① 各仮面から 

「私は～です」、「私は～に住んでいます」、「私は～が好きです」。紹介した後、詩、歌、踊り

などを発表する。 
先生から（資料の１） 
「私は人間です。私は地球の陸地に住んでいて、主に、地味のよい、平坦で、水の豊かなとこ

ろに生活しています。私は、花、鳥、草、虫と一緒に生活することが好きで、暇なときも森、

山、海と話しをします。」 
② 紹介が終われば、鑑賞者は演技者に歓迎の意を表す。 

（三）表現 
① 意志を表現し、伝える 

各仮面から、未来に対する希望を表す。教師は、生徒達の工夫を誉める。 
資料②人類の希望 
「人類は、以前、自分の発展のために他の生物を傷つけたことがある。ここで人間を代表し、

謝罪したい。そして、今後は同じようなことが起こらないように望んでいる。私たちは地球の

さまざまな生き物と調和できるはずである。共存共栄しないと、人類も発展しない。私たちの

母なる地球、すばらしい未来が待っていることを心から祈っている。」 
② テープを流す。 

みんなは手をつないで、たき火を囲み、「地球さん、お元気ですか」の歌を歌う。 
８．展開イベント 
学校、音楽関連部門及び環境保護部門は、環境記念日に合同で「地球の音楽会」を開催し、子どもた

ちに環境問題に関心を持たせ、環境の保護を呼びかける。音楽会の収入は中国環境保護基金会に寄付し、

中国の環境保護事業に活用する。 
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③ 教師の号令を聞いて、ウサギのマスクをつける学生(12 人)は急速に輪の中に入っ

て、紙をとる。 (ウサギが草を食べる) 

④ キツネのマスクをつける学生(6 人)は直ちにウサギを捕まえに行く。ウサギがつか

まったときに、ウサギは紙をキツネに手渡して、それからもとの場所に戻る。(キツ

ネがウサギを食べる) 

⑤ キツネがウサギを全部食べてしまった時に、オオカミのマスクをつける学生（二

名）はすぐ輪の中にいるキツネを捕まえに行く。5枚以上黄色い紙を持つキツネは片

足で跳ぶ。つかまったときに、黄色い紙をオオカミに渡す。 (オオカミがキツネを

食べる) 

⑥ オオカミがキツネを全部食べてしまった後、2匹のオオカミはみんなに紙の枚数を

展示する。紙に「殺虫剤」と書いてある紙の枚数を数える。12枚以上もつオオカミ

はもうすでに死んでいる。学生 2 名が死んでいるオオカミを元の場所に戻す。12 枚

以下持つオオカミは片足で跳んで、元の場所に戻る。 

【ディスカッション】 

① 殺虫剤は芝生に吹きかけられる。しかし、オオカミは草を食べない。なぜ殺虫剤

はオオカミの体内に入ったか？ 

② ウサギの体内の殺虫剤濃度はあまり高くないが、なぜオオカミの体内の殺虫剤の

濃度はかなり高くなったのか？ 

③ あなたは食物連鎖を通じて中毒する例を挙げられるか？ 

注意： 

適用対象：低学年学生 

人数：40－50 人 

準備するもの：手作りの兔、狐、狼のマスクと「殺虫剤」と書いてある黄色い紙若干。 

指導によって、学生に土壌汚染の危害を分かってもらう。 
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